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2020～2021  会長 数 納 孝  幹事 藤 森 和 彦 

◼ 会長挨拶 数納 孝君 

3 週間ぶりの例会となりますが、その間に原村へコロナ対策の支援金、上諏訪駅前すわっチャオへの遊具の贈呈などコロ

ナ禍ではありますが、諏訪大社ロータリークラブとして出来る限りのご奉仕をさせて頂きました。原村の五味村長は、学校の

子供たちのコロナ対策に使いたいと言っておりました。金子諏訪市長は遊具が 2 セットあるとアルコール消毒しながら交互

に使えるので、コロナ対策にもなりますと喜ばれておりました。すわっチャオですが、明るく広く清潔感あふれるスペースの

割には、遊具が少ないなと感じましたが、少しでも利用者が増えてくれればと思います。新年を迎え少しはコロナが治まる

のかと期待をしておりましたが、今は私たちの近くまでコロナが迫ってきていると感じております。少し減少に転じているよう

にも見えますが、心配されるところです。また、変異種なるものが出始めており、不安はつのるばかりですが、今年は「やる

か?やらないか?」を考えるのではなく、「どうすればできるのか?」を考える年であると言われております。前向きにコロナから

学び、業種や仕事の形は違っても考え方は一緒です。これを機会にこれまでの慣例や常識を見直し、仕事の効率や生産

性、コミュニケーションの在りかたについて改善する事が大切だと思います。最後に、アフターコロナはいつ来るのでしょう

か?ワクチンや治療薬が開発され、世の中に行きわたって初めてアフターコロナになると思われます。新型コロナウイルスが

無くなることではなく、感染しにくくなるか感染しても重症化しなくなった時点からが、アフターコロナの始まりだと思います。

早くそうなる事を期待いたします。 

◼ お客様 休日子育てシェアハウス山んち 代表 矢島麻優美様 副代表 半田晴奈様 会計 吉村紗恵様 

 プロジェクトリーダー 北沢千登勢様 

◼ 理事会報告・幹事報告 藤森和彦君 

○ 本日の例会は、休日子育てシャアハウス山ん家への活動資金の贈呈、スノーボード体験事業の活動報告を行っていた

だきます。例会終了後、第 11回理事会を行います。 

○ 2月のロータリーレートは 1 ドル円です。 

○ 1月 25日に会長、幹事、社会奉仕委員長にて、原村役場に新型コロナウイルス対策助成金の贈呈を行ってきました。 

○ 1月 28日に会長、幹事、社会奉仕委員長、赤羽君、永田君、茅野君にて、すわっチャオ子ども広場への遊具寄贈贈呈

式に出席してきました。 

○ 2月例会プログラム・行事予定（国際奉仕委員会） 

2月 09日（火） 通常例会 会員卓話 

  飯田昭雄様 入会式 

2月 16日（火） 通常例会 会員卓話 

 臨時諏訪グループ会長・幹事会 

2月 23日（火） 指定休日 

◼ 出席報告・ニコニコＢＯＸ 出席 24名（出席率 68.5%） ニコニコ BOX16名より 16,000 円 

数納孝会長「休日シェアハウス山ん家の皆様、よろしくお

願いします。」 

山谷恭博君「久し振りの例会、会場のレイアウトが違い新

鮮な感じ」 

◼ 今月の誕生日 塚田良夫君  小松賢三君  岩波嘉寿夫君 

◼ 今月の結婚記念日 両角智男君  大石壮太郎君 

◼ 例会プログラム 事業報告 休日子育てシェアハウス山んち 

◆スノーボード体験事業の活動報告 

1 月 11 日に白樺湖ロイヤルヒルスキー場にて、講師に山ん家

所属プロインストラクター吉村紗恵さん、プロインストラクター藤

森由美さんを迎え参加者 10名で開催された。スノーボードは一

人で 10 名を教えることは難しいスポーツなので、今回は講師が

プロインストラクター2 名だったので充実した指導が出来た。子

どもたちの上達が早く、どんどん自分で滑る子どもたちが多かっ

た。スノーボードは地元でも新鮮なスポーツで初めての子どもたちが多かった。違う学校に通う子供たちの交流も出来

て子どもたちや親御さんも喜んでいた。「たくさん褒めてもらってうれしかった」「先生が 2 人いてレベルに分かれて教

えてもらえてよかった。」など嬉しい感想が頂けた。これからもこのような企画を開催していきたい。 


